























物 とのつなが り、空気や水をはじめ とする物の循環が学びの対象 となる。
　穂谷 と三之宮神社には、現在で も 「水の神」が残る。竜王石がそれを具象する。また、「森












は野や山、そして、すべての生き物の身体に入 り循環してゆ く。 どのような質の液体や気体が
循環 し私たちの身体を抜けてい くのかは、生命体に とって重要な問題である。








62年5月、額田大中彦王子が闘鶏(ツ ゲ)と い うところに狩猟し、山に登った時のこと、庵が
見えたので付き人に見に行かせたところ、窟があって、村人はそれを氷室だ とい う。氷の保存
法を聞 くと、村人は、土をひ と丈余 り掘って草を葺き氷の周 りに萱な どを厚 く置いてお くと、
いつまでも解けずにあるので暑い月にも用いることが出来るとい う。王子は氷を仁徳天皇に差





　枚方市史の諸 日記(枚 方市史第九巻)か ら、江戸時代の五ヵ村(穂 谷 ・杉 ・尊延寺 ・藤坂 ・
津田)の人たちにとって、三之宮神社が どのような存在であったかをみることにする。










7月5日　 雷を伴 う大雨で、津田川が洪水を起こし、い くつかの橋が落下、下流の田畑も土砂
　　　　　で埋まる。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふねふな




　　 2日　 大雨降 る、五 ヶ村皆皆悦ぶ
8月朔 日　 三之宮雨乞　雨請之返礼、大般若経読、五 ヶ村参詣す
　　 9日　 三之宮へ雨乞
　　 11日　 雨降、殊之外悦ぶ、返礼相撲に上 る
　　21日　 三之宮返礼相撲、子供40人、上村20人、津 田村20人勤め、のち大相撲有。
享保14年(1730年)
7月8日 の三 之宮 への御返礼では、1.踊 　2.能　3.御経 　4.神湯　5.御千慶　6.石燈
籠、 これ にあか り、7.万 燈　8.絵馬　9.繰 り　 を行 う。 これは、五 ヶ村の庄屋 ・年寄 が相























返 礼 能　―　　千歳 ・三番里 ・百楽天 ・服熊坂 ・春 日竜神 ・祝言加茂





























































頭取、鉦打 ち、鞠鼓打、垣踊 り、狂言、笠鉾(い わゆ る風流)、笛、 山伏(い わゆる風流)、太
　 　 　 しん ほ　ち








　ここで当社 とは津田村の春 日神社であ り、夜明け とともに、春 日神社で一番踊 りをし、三之
宮神社まで登って五番踊 りをおこない、昼過ぎに春 日神社に帰って、又、五番踊 りをするとあ
る。
　三之宮神社への行列は、袴上下の杖突を先頭に、赤熊棒振4人 、袴上下の役人中、鞠鼓4人 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しんほ　ち
本装束の山伏、本装束の組頭中、装束大臣出立の心発意(踊 りの指揮者)、加賀笠 ・ふ くりん
黒羽織の音頭取、羅頭巾 ・麻衣 ・野袴の鉦 うち、加賀笠 ・女帷子 ・ぬきかけ前垂の太鼓打、は


























けても出来ない仕事である。夫(谷 口明博さん)は 高校卒業 と同時にこの仕事を続けてきた。
妻(逸 子さん)は 育ってきた環境から、結婚してもその仕事は続けるもの と思っていた。














さあ、「か どぽ し」を しなければならない。前夜、8時 ごろに 「こび き」(後述)し 、一晩、
「うま し」 しておいたものを、流れる空気 と天 日とで乾燥 しながら1.3mmの太 さになるまで延
ば していく作業だ。この仕事は11時頃までには終わらない といけない。





しないように綿実油を塗 りながらの作業だ。こなしを終った麺はこのあ と2時間の うましに入
る。延ばされた向きにグルテンの分子が並び、その向きの結合が強められる。
　午後4時 、「かけば」を始める。かけばとは、1cmの太さに 「ほそめ」 された麺を固定 され
た2本の丸棒に8の字を描 くようにしてかけてい く作業である。一対の丸棒に93本かけて、こ
れを80組つ くる。そして、2時間のうましに入る。 この2時 間が夜食の時間となる。
124
穂谷里山の研究　 見えぬけれどもあるんだよ
　夜食を終 えた午後8時 は 「こび き」の時間であ る。一対の棒 に93本 「かけば」 されたひ と組
の麺 を約60cmの長 さに延ばす作業 であ る。 いま、60cmと書 いたが、 この長 さは、 その 日か ら
翌 日の気 象を よみ、最終1.3mmの太 さにす るために、 この夜 は どの くらいまで延ばせ ば よい
のかを考 えた上での作業であ る。一対の棒の片方の両端を両足で踏みつけ、 も う片方を両手で
上 に引 き上 げるのだ。決め た長 さに延 ばすには、 ここで も名人芸が要求 され る。 「こび き」 さ
れたひ と組は二本の棒に93本かけ られ、約60cnlに延ば されてい る。 したが って、 このひ と組に
掛け られ てい る麺の長 さは、(93×2)本×60cm=11160cm=111.6mに達 してい る。 「こび き」
され た麺 は一 晩、約12時間、「うま し」 され る。 そ して、 これ を、翌早朝、その次 の 日のため
の 「なか だて」「こね まえ」 「いた ぎ」を終 えた8時 頃か ら 「か どぽ し」 され るこ とにな る。
　か どぽ しは、「ふ くらだ し」「あ らわけ」「小わけ」 「下 わけ(下 ぱ し)」、 すなわ ち70cmから
100cm、さ らに130cmそして170cm最後 に220cmにな るまで、空気の流れ と天 日に よる乾燥具 合を
見計 らいなが ら麺を延ば し、 しか も、麺が互いに付着 しない よ うに長ば し状の2本 の棒 を操 っ
て、それ らを わけ、 さらに長ば しにかか る麺の重みを手に受けなが ら、全身全霊で、乾燥具合、
出来具合を判断す る とい う作業で、時間 との競争で もあ る。 この作業の際に、霧が流れて きて、
麺 に付着す る と、麺が互いに付着 して決 して離れな くな る。また、南風が吹 くと、塩でかため
た麺の塩が融けて、麺の こしが きえて しま うとい うこ とにな る。名人の勘が空気の質 と流れを
よみ、名人の技術が、 見えない何 かに 「てび ぎ」 され、60cmの長 さであ った ものが2m20cm、
太 さ1.3mmの細麺 に仕上が るこ ととなる。 これ ぞ神業で ある。
　 「こび き」 され た麺 は、 いま や(93×2)本 ×2.2m.=409.2mにもな って繋が ってい る。 こ
れが80組作 られ るのであ るか ら、延ば された距離は32736m=32.736kmにもな る。
　か どぽ しを終 える とき、2m20cmであ った細麺 は、2mに 縮 んでい る。 い よい よ、 これ を裁
断 しなければな らない。 この作業は 「こわ り」 といわれ る、 これ も難 しい作業であ る。 この よ
うな困難な作業は二人の息がぴ った り合 わない と出来ない。 どの よ うな心身の状態であ ろ うと、
ひ とたび作業 に入れば、互いに頼 り合いなが らも、一人ひ とりが持ち分を こな さなければ一級
品は 出来上が らない。そ して、全ての環境に恵 まれて、商品 としての素麺を作 るこ とがで きる
のはひ と月 に17日か18日程度 だ とい う。
　二人がいて、 出来上が る芸術品 ともい うべ き、 この素麺は、高級料亭には欠かせない品 とし
て、多 くの方面 か ら製造 を依頼 され続 けて いる。 しか し、谷 口さん曰 く、 「こんな仕事 はや る
もん じゃない。身体を壊す他ない。雨の 日は病院通いだ。 この よ うなや り方で、素麺を造 って
いるのは、 日本で ただひ とりだ。 ただ、食べて もらったら違 いが分か って くれ る と自負 してい
る。 しか し、満足 してい るわけではない」 と。二人の素麺には、二人の結婚以来の人生、その
ものが込め られて いる。 これを解か りなが ら食べ る人が如何ほ どい るのだ ろ うか。







れた。商標は、瑞穂の糸 ・主基の糸 ・河内の糸 ・交野の糸 ・御狩の糸の五種が登録され、等級












渡って 日本酒が醸造され続けてきたとい うことが重要である。 日本酒の80%を占める水の質は
極めて重要である。多様な植物 と土壌動物、微生物そして、土 と岩石が長時間かけて、カ リ、
マグネシウム、 リン酸な どの ミネラルを溶かして作った水を、地下の水脈を通して醸造家に与
え続けたのだ。穂谷里山はそのような環境を維持し続けているのだ。




桶に蒸米を入れて蔵の中を走 り、それを麻布の上で手入れを しながら冷やす とい う辛い、厳冬
の早朝の作業から解放された。





テンレス、エポキシ樹脂ライニングと変遷 した。さらに、二重ジャケ ットを とりつけ、もろみ
温度をコントロールできるようにな り、さらにセンサーやコンピューターを使っての温度管理
をするようになった。
　搾 り機の開発は、従来の、 もろみを酒袋(長 さ100cm、幅30cm程度)に 、5～9リ ットルず
ついれて、口を折 り曲げて閉じ、揚槽(あ げぶね)と よばれる入れ物に平行に積み上げ、上か
ら圧力をかけて圧搾し、酒を搾 り終えた袋に残った酒粕を取 り出す、 とい う重労働から作業員
を解放 した。
　 しか し、枚方で、ただ一軒の造 り酒屋である重村酒造は、近代化をよそに、部分的には機械
を使いつつも、昔ながらの、つま り、熟達したひ との勘 と天候を頼 りに、辛い労働をもって酒
造 りを している。最終工程の袋搾 りでは、長さ80cmあま り、幅30cmの袋に七分 目ほ どにもろみ
をいれ、袋の口は くくらないで、二回押し曲げるだけにする。この作業は大変難しく、これが
できるようになるのに3～4年 はかかるといわれる。ふねに、平行に7本 、その上に、隙間を
埋めるように6本 、またその上に7本 とい うようにして、30段、つまり、200袋ほどを積み上





　重村隆男氏に、酒造 りの御苦労を聞こうとする。多 くは語らない。少しの語 りからの、わた
しの理解はこうだ。「どのような酒が出来るかは仕上って、味をみない とわか らない。ひ とは
麹菌 と酵母菌の手伝いをしているようなもの。その菌の一部は、江戸時代からこの蔵に棲み続
けて、重村酒造のブランド穂谷の伝統の味をつ くるのに一役を担っている」 と。酒米 と水 と微
生物 と空気 とが神によって支配される世界に酒造 りはある。
　酒水の井戸を見せていただ く。井戸は、立派なそれ専用の建物のなかにある。入口から、土
足を脱いで階段を下 りる。一辺が約2mの 花崗 岩の井桁である。二枚の木の板で蓋をしてい
るが、井桁の上に数本の木をかまして、隙間をつ くっている。重村隆男氏は語る 「水も呼吸し
なければならない」 と。水は どこか見えない深い地層から押し出されてきて、この井戸に溜ま
り通過 してい く。その溜ま りの中にあるときに、酒蔵に汲み上げられ、酒米を浸漬し、酒母を











蒸米製造工程　　玄米→精米→白米→洗米 と浸漬(吸 水)→ 冷却→蒸米
麹製造工程　　蒸米(28℃の麹室で+種麹)→製麹(40～45時間培養)→麹菌の増殖によっ
て発熱、室の温度管理が必要。
酒母製造工程(酵 母を培養)　　 麹+水+純 粋酵母+醸 造用乳酸→水麹→+冷 却(7～25
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　と
℃)さ れた蒸米→育成(約2週 間)→ 酒母(酒 元)
もろみ製造工程　　(蔵つきの酵母も入る)　　 酒母+水+麹+蒸 米→初添→踊(仕 込みを
休む)→ 水+麹+蒸 米→仲添→ もろみ管理(留 添):20～25日でアルコール分18～19%→
醸造アルコール+糖 類→熟成もろみ
熟成もろみ→上槽→(粕)→ お り引き→濾過→新酒
　 　 　 かひ
麹菌(黴):ア ミラーゼを生産 し、澱粉を糖に変 える。
酵母:ア ル コール発酵を行 う菌類の総称
酒母:蒸 米、麹、水に よって培養 された酵母の こ と。
酒造好適米:大 粒、心 白が軟質、 たんぱ く質含有量が少ない。 また、水を吸いやす く、糖
　 化 されやす く麹菌の喰い こみが良い。千粒の重量が26g以上(一 般米は20～22g)。



















柿はバクテ リアに水 と栄養を与えて生かし、自らは乾燥してい く。乾燥して、糖分を結晶にし
て表面を覆 う。すなわち白い粉をふ く。適度な柔らかさを見計らって、粉をふいてやる。干し
柿に棲むバクテ リアは他の微生物を寄せ付けない。適度な柔らかさを保 ったままの保存食 とな
る。つま り、ひ とと太陽 と空気 と莚 とバクテリアの協同作業といえる。 ここにも、「見えぬけ




　 日本の童謡 ・唱歌100選とい うような書物 をみる。
　 どこかで春が ・春が来た ・春の小川 ・めだかの学校 ・おぼ ろ月夜 ・茶摘み ・夏は来ぬ ・蛙の
合唱 ・案 山子 ・赤 とんぼ ・紅葉 ・里の秋 ・どん ぐりころころ ・冬景色な ど、かつての 日本の ど
こにで もあ る風景 ・事物を うた った ものだ。あ る世代の人たちに とっては、 とて も懐か し く思
いなが ら、ほぼ全てを歌 うこ とがで きるのではないか。
　今 も、 この穂谷では これ らの歌詞にあ る風景をその通 りに 見るこ とがで きる。後で も書 くこ
とにな るが、穂谷ではメ ダカは当然の こ と、ヤ ブ ドジ ョウがみ られ,調 査員に よる とチ ョウは




ミの報道も多い ところから、かな りの人が里山について関心を抱き、里山を次のように理解 し
ているだろう。
　里山は、ひ とと多種多様な動 ・植物が共生してきた ところである。ひ とは生活のために必要
なものを全て といってよいほ ど里山から得てきた。木を伐採して薪 ・炭にし、樹木 と竹を伐採
して、衣 ・食 ・住に利用し、適切な植林をつづけることで、山を保全し、腐葉土を得て肥料に
し、谷 と川沿いに田 ・畑をつ くってきた。また、ため池をつ くり、谷や川を保全した。ひ との
家屋 と庭を含めて、これら全てが動 ・植物の生活領域でもある。季節に応じたひ との暮らしと









物の生態系を有する国 々とが資源の確保の問題で議論 している。 日本では、里地 ・里山100選
を行なった り、1000の里山を残すべ く、ここ穂谷里山のように生態系をモニターされるところ
もで きた。 しかし、そこで働 く人の苦労は変わらない。苦労している人は言 う。「生態系調査
員が入って、里山が残るのか。誰がここで農作業をするのか。」あ とで書 く穂谷 自然農園　園
主　上武治巳さんに関わる人たち以外に、穂谷里山で農作業をする若者を見ることはない。
　宮崎駿氏は、ひ とと里山と生き物たちをテーマに優れたアニメ映画をつ くり、それを観た多
くの人たちは感動した。その人たちに とっても映画の中の話に過ぎない。毎 日、食べ物 として,
動 ・植物の命をいただいていても自らの 日常性に追われている。
　 とはいえ、コンクリートジャングルに住む人たちは、時に里山に入 り、心癒 される時間を持
つ。里山の収穫祭には、安 くて新鮮な作物に群がる。このような機会を増やすことで里山再生
は可能だろうか。現時点での行政 と民間の施策は効果を発揮するに至ってはいない。さらに、
毎 日、この穂谷学舎に通 う多 くの学生諸君に とっても、里山は関わ りございませんの世界であ
る。彼らは、今の社会には欠かせない仕組みになっている学生アルバイ トに取 り込まれ、彼ら
流の遊び と外国語の学びで忙しいのだ。
　 しか し、だからこそ、学生諸君が、健康 と食について、食文化について、自給率について、








を使わない農業である。 目指すは自然循環型地域社会の形成である。まず、多 くの、 目には見
えない生物が共生する土造 りから始める。落ち葉は勿論、関西外大の食堂からの生ごみ、コム
ギ、馬糞な ど、堆肥をつ くるための材料集めを1人 でやることから始めた。WWOOFJapan
にも加入 した。WWOOFと は、　World　Wide　Opportunities　on　Organic　Farmsの略で、有




　WWOOFで は、来園者が1日 に6時 間働 くと、ホス トから三食 と寝床が提供されるとい う
契約になっている。来園者を国別に整理する(表2)。
　　　　　　　　　　　　　　　　表2　 自然農園来園者
国 人数 述べ人数 平均滞在　日数 国 人数 述べ人数
平均滞在
　日数
日本 27 226 9 タ イ 3 31 10
台湾 18 424 24 ドイ ツ 2 22 11
フランス 8 302 38 ニ ュー ジ ー ラ ン ド 2 16 8
香港 21 154 7 オ ー ス トラ リア 1 14
イギリス 7 82 12 ベ ル ギ ー 1 7
アメリカ 6 54 9 中国 1 6










とも農地から離れられないのだ。彼は、「畑仕事が好 きだか ら」 と、一言でおわる。
　わた しは思 う。見えないけれ ど確実に存在し、土壌を育てて くれる微生物への感謝、育てて
いる作物に対する愛情、自然農法に対するあ くなき探究心、毎 日が天候によって支配されるけ
れ ども、その支配者 と友達でいる遊び心、そして、有機農法の理解者であ り、明 日への農業へ































1880種、哺乳類 は22種(コ ウモ リ、 ネズ ミの仲 間は除 く)、鳥類 は142種、チ ョウ類は101種と
な ってい る。 これを、調査結果が 出されてい る他の調査地域 と比較す る と、次の よ うな こ とが
分か る。
　植物の種類数は全国で トップであ る。鳥類の種類数 も全国で5番 目、近畿で トップであ る。
哺乳類は全国並み とい うところだが、外来種で、在来の小動物への捕食圧の高いハ クビシンや
ア ライグマが存在 し、 イノシシが入 って きて、農被害が心配 されて もい る。チ ョウ類 も全国で
ベス ト3に 入 り、ア カガエルの卵数 も近畿で断然 トップであ る。
　鳥 について、その種をい くつか 見てお こ う。水辺にい るアオサギ、 カワセ ミ、疎林にい るキ
ジ、キ ジバ ト、ヤマ ドリ、樹林には多 く、 ジュウイチ、 ツツ ドリ、ホ トトギス、 コマ ドリ、 コ
ル リ、高い樹林 にい るハ イタカ、サ シバ、そ して、越冬期や繁殖期には至 る所で 見られ る、 ヒ
ヨ ドリ、 メジロ、 ウグイス、越冬期のみに見 られ るカシラダカ、 さらに、 コゲ ラにホオ ジロ と
多様であ る。 さらに、繁殖分布は 日本のみで、個体数は1000羽未満 とされてい る ミゾゴイまで
い るのだ。 これ らは、植生や季節に よって棲み分けてい る。 この こ とは、 この多 くの鳥たちの
命を支 えて いる多様な環境 と食べ物(虫 、小動物、木の実、植物の種な ど)が 豊富であ るこ と
を証 明 してい る。
　 この よ うに、穂谷里 山はま さに生物多様 性を誇れ る里 山であ るこ とが調査で明 らかに されて
きた。 この こ とは驚 くべ きこ ととい って よい。なぜな ら、里 山 と谷を挟んで南北に向かい合 う
地域 に、大規模 ごみ焼却施設、採石 ・採土場、廃棄物 リサ イクル場、 ゴル フ場な ど、わた した
ちの近代生活の実態を示す場があ り、騒音、振動、砂塵を含む空気の流れが常にあ り、下 に写
真4で 示す よ うに、積み上げ られ る廃棄加工土砂の 山は どん どん高 くな ってい る。その よ うな
























とい う目標を もって、実体験を通 して、学び、気づ ぎを深め よ うとす るものであ る。
2.具体的活動
教室での学び、気づき、討論 とともに、以下の様な実習をした。




　　 ・平山郁夫記念ポランティアセンター ・一学一山運動に参加(里 山整備)







　 4回生の卒業研究発表では、多様なテーマが出現する。里山を知 ることから始ま り、物の見
方が広が り一つの知識が、別の知識や事象 と繋が り、線 とな り、面 とな り、立体 とな り、自ら
が生きている環境は多様な事象に溢れ、それらが どこかでつなが り踊 り合っていることに気づ
くからである。
　ここでは、農業に関する発表についてのみ、ごく簡単に記述する。





　別の男子学生は　 日本の 「食」 と 「農」一いま、なぜ食育なのか一　 とい うテーマで研究発
表を した。この君の　 「最後に」　 の文を少しだけ抜ぎ書ぎする。










4.ゼ ミナール生との討論のために 一南　富蔵 さんのこと一
以下は討論のための資料 として、ゼ ミ生に手紙を送るとい う形にしたものである。
　『この手紙を書いていますのは9月 末 日、昨 日はこの大学のキャンパスで、まだツクツクボ
ウシが鳴いていました。そして暗 くなってからは、虫の音がわたしの鼓膜を叩きつけました。
これか ら毎 日虫の音を楽 しむことができます。「あれ松虫が鳴いている」か ら始まる文部省唱
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歌 「虫のこえ」は明治43年からのものだ と、岩波文庫の 日本唱歌集にあ ります。





　多くの人がその祭に多方面から来ます。その 目的のひ とつは黒大豆の枝豆を求めてです。 と




ん と、畑に寝泊ま りして大豆をウサギから守 り、夜明け とともに、その無数 といえる葉一枚一
枚につ く虫を退治された とお っしゃるのです。その方の曰 く、「うさぎと虫相手の根競べだっ
た。」その方 とは南富蔵さんです。
　その方の耕地は里山の比較的高地にあ り、四方を広葉落葉樹のアベマキやコナラ群落の山で





を強 く、大きく広 く延ばすのだそ うです。子育て と同じ、甘やかしてはいけない。生きる力を
発揮させない といけない。そして愛情がない といけない。毎 日そばで見てやる。必要な時は手
を添える。野菜作 りも同じだ とおっしゃる。
　稲も、毎 日見に来る。水の過不足、水温をみて、入れた り出した りするとおっしゃる。その
ようにして育て、収穫 した米をいただ くときはおい しく炊かない といけない。洗い方、一粒一
粒の米への水の浸透時間、火の加減、わたしに 「先生解かってますか」 と聞かれます。炊飯器
にお任せのわたしは答えに窮します。彼はヒントを くれます。米の表面の成分が水に溶けては
いけません。米の芯 と外側に同じように火が通れば米は うまいです と。
さて、穂谷祭のころには穂谷は、そして学舎とみなさんは、 どのような色になっているのでしょ
うか。もう、いくどもそのころを過ごしてきたのにわたしは確たる想像ができません。
そこに向けて、あちこちで役員さんの活躍が、 日に 日に 目立つようになっている秋口です。』
南富蔵氏の手になるものばか りではな く、里山の手入れされた田畑は芸術作品だ と思 う。特
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に、一枚一枚の 田の畔の塗 り固め方、法面は滑 らかな 曲
線を描 き、這入 って きた水がゆ っ くりと、 しか し、淀む
こ とな く、畔 にそ ってながれてい くこ とがで きる。ま た
流れ 出てゆ くときも、畔 と別れを惜 しむかの如 くでてゆ
く。 さらに、その畔の上面や周辺は、草が刈 られて、い
つ も美 しい。 わた しも含めて、農作業の苦労を しらない
都会 人は、あれ、キキ ョウが咲 いて いる、 リン ドウが咲
いてい る と畔を踏んでゆ くこ とはないだ ろ うか。畔は勿
論の こ と、美 し く歩 きやす く手入れ された 田畑の問の小
写真5　 棚円の畔の美 しさ
'


























要なのか、な どについて里山にある大学に勤める者の義務 としても記しておかなければ と思っ
ている。しかし、自分の能力不足で、随分不満足なものになってしまった。ただ一点、読んで
くださった人に、里山は、「見えぬけれ どもあるんだよ」の世界なのだ と理解 していただける
ことを祈っている。最後に、色 々と教えて くださった穂谷の方々にお礼申し上げる。
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